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は
じ
め

に

　

本

稿
は

天

台
智
顕
の

文
献

中
に

見
え
る

三

論
に

対
す
る

言

及
を

取
り

上

げ
て

検
討
し

、

智

顴
の

三

論
に

対
す
る

態
度
に
つ

い

て

考
え
た

い
。

三

論
の

文
献
中

、

特
に

吉
蔵
の

著
作
中
で

は

天

台
に

つ

い

て

言

及
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　（
1）

こ

と

が

極
め

て

少
な

い
。

し
か

し
、

逆
に

智
顕
の

晩
年
の

著

作
と
さ

れ

て

い

る

現
存
の

「

四

教
義
』

『

三

観
義
』

『

維
摩
経
玄
疏
』

『

維
摩
経
文
疏
』

な
ど
に

は
、

吉
蔵
以

前
の

三

論
に
つ

い

て

の

言
及
が

あ
る

。

こ

れ

ら

の

智
顕
に

よ

る

言
及
に

つ

い

て

は
、

す
で

に

先
行
研
究
と

し
て

大

野
栄
人

　
　
　
　
　
　（
2）

氏
の

業
績
が

あ

り
、

お
お

よ

そ
の

検
討
が

な
さ

れ
て

い

る
。

本
稿
で

は
、

そ
の

大

野
論
文
の

成
果
を
踏
ま

え
、

天

台
の

三

論
に

対
す
る

言
及
を

補

遺
的
に

取
り
上

げ
て

、

別
な

角
度
か
ら

検
討
し

た
い

。

一

　
『

維
摩
経
文
疏
』

に

み
え

る

言
及

　
『

維
摩
経
文
疏
』

は

智
顕
が

最
晩
年
に

晋
王

広
に

献
上

し

た

維
摩
経
疏

の
一

部
を
な

す
も

の

で

あ
る

。

佐
藤
哲
英
氏
の

研
究
に

よ

れ

ば
、

晋
王

広
へ

の

維
摩
経

疏
の

献
上

は

三

回
に

わ

た

り
、

智
顕
寂

後
の

三

回
目
に

『

維
摩
経
玄

疏
』

六
巻

、

「

維
摩

経
文
疏
』

二

十
五

巻
が

献
上

さ

れ

た

と

す
る

。

ま

た

現
存
『

維
摩
経
文

疏』

二

十
八

巻
は

、

門

人

灌
頂
が

後
に

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
）

三

巻
を
加
え
た

も
の

で

あ

る
と
い

う
。

『

維
摩
経
文
疏
』

中
の

三

論
に
つ

い

て

の

言
及
は

、

管

見
の

及
ぶ

限
り
で

は

六

例
あ
る

。

大
野
博
士
の

取

り
上

げ
ら

れ
て

い

な
い

四

例
を

以

下

に

列
挙
す
る

。

　
 
此

是
四
明
空

中

声
勧
捨
女
也

。

空
中
声
者
関

河
旧
解
云

。

是

化
魔
菩
薩
因
機

　
助
化。

汝
向
欲
施
持

世
。

今
浄

名
索
何
得
不
与
与
之

。

不
違
本
心

。

乃
得
去

　
耳

。

或
是
浄

名
空
中

作
声

。

為
調

伏
魔

。

或
釈
迦

法
身
眦
盧
遮

那
之
声

。

如
普

　
賢
経
所
明
也

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

『

新
纂
続
蔵
』

一

八
、

六

〇
一

頁
中）

　
『

維
摩
経
』

の

菩
薩
品
の

「

即

聞
空
中

声
日

。

波
旬

。

以
女

与
之

乃
可

得
去
」

（
『
大
正
』

一

四、

五

四
三

頁
上）

の

文
に

対
す
る

解
釈
部
分
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

「

関
河
旧

解
」

と
あ
る

。

平
井
俊
栄
氏
に

よ

れ

ば
、

「

関
河
旧

解
」

と

は
、

関
中
長

安
の

僧
叡
と

河
西
道

朗
の

説
を

指
し

、

関
内

、

関

中
と

称
す
る

場
合
は

、

長
安
の

羅
什
と

そ

の

門
下
を
指

す
と

さ

れ

る

の

（
4

）

で
、

こ

こ

で

も
僧
叡
と

河
西
道
朗
の

説
を

指
す
の

で

あ
ろ

う
。

一
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此
是
第
二

述
不

堪
之
由

。

由
於
父

舎
設
大
施
会

，

供
養
一

切
。

期
満
日

不
知

法
施
之
会
也

。

所
言
父

舎
者

。

是
善
得
父
祖

。

相
乗
旧
所
居
住
之
処

。

故
言
父

舎
也

。

設
大
施
会
者

。

関
河
旧

解
云

。

其
家
父

祖
邪
見

。

世

代
恒
修
邪
祠

祭
祀

神
祗

。

下
祠
用
羊

。

中
祠
宰
牛

。

上

祠
用
人

。

善
得
既
是
菩
薩

。

教
化
其
父

回

邪

入
正

。

絶
此

邪
祠

。

勧
修
正
道

。

行
真
檀
施

。

其
家
大
富

。

四

事
豊
有

。

故

営
斯
大

会
。

供
養
一

切
出
家
在
家
内
道

外
道
及
諸

貧
賤

。

来
者
無
隔

。

供
給
所

須
。

期
満
七
日

也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

同、

六
〇
四

頁
上

−
中）

　

こ

の

文
は

、

『

維
摩

経
』

の

菩
薩
品
の

「

所
以

者
何

。

憶
念
我

昔
自
於

父

舎
設
大
施
会

。

供

養
一

切
沙
門

婆
羅
門
及
諸

外
道
貧

窮
下

賤
孤
独
乞

人
。

期

滿
七

日
」

（

『
大
正
』

一

四
、

五

四
三

頁
下
）

に

対
す
る

解
釈

部
分

で
、

「

関
河
旧
解
」

と

し

て

長
者
子
善
得
が

設
け
た

大
施
会
に
つ

い

て
の

解
説
を

出
し
て
い

る
。

僧
叡

、

河
西

道
朗
ら

の

解
釈
と

い

う
こ

と

に

な

る

が
、

か

な

り
具

体
的
に

大
施
会
に
つ

い

て

記
し

て
い

る
。

『

注
維
摩
』

に

羅
什
の

解
釈
と

し
て

「

什
日

。

大

施
会
有
二

種
。

一

不
用

礼
法
但
広

布
施

。

二

用
外
道
経
書
種
種
礼
法
祭
祀
兼
行
大
施

。

今
善
徳
礼
法
施
也

。

」

（
『

大
正
』

三

八
、

三
亠

ハ

七

頁
下
）

と

あ
る

が
、

例
文
の

解
釈
ほ

ど

詳
細
で

は

な
い

。

智
顕
在
世

当
時

、

僧
叡
あ
る
い

は

道
朗
な
ど
の

経
の

講
説
録
な

ど

が

存
在
し

て

い

た
可
能
性
を

窺
わ

せ

る
。

 
明
室
有
天
女
現
身
者

。

関
河
解
云

。

此
是
浄
名
宅
神
守
護
方
丈

。

聞
法
歓
喜

現
身
供
養
也

。

今
解
此
是
大

慈
法
身

。

影
響
浄
名

。

共
弘
大
道

。

本
地
与
浄
名

同
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

同
、

亠

ハ

五
二

頁
下
）

こ

こ

で

は

「

関
河
解
云
」

と

し

て
、

天
女
は

維
摩
の

家
の

守
護
神
と

天

台
智
顕
よ

り
見
た
三

論
（
林）

い

う
解
釈
を
示
し

て

い

る
。

そ
れ

に

対
し

て

「

今
解
」

と

し

て
、

天

女

は

大
慈
法
身
で

あ

り
、

本
地

は

維
摩
と

同
じ
だ

と

い

う
解
釈
を
示
し

て

い

る
。

こ

の

解
釈
は

『

注

維
摩
』

中
の

「

肇
日

。

天

女
即
法
身
大
士
也

。

常
与
浄
名
共
弘
大

乗
不
思
議
道

。

」

（

『

大
正
』

三

八
、

三

八

七

頁
上
）

と
ほ

ぼ

同
じ
で

あ
る

。

智
顎
は

僧
肇
の

解
釈
に

依
っ

て

い

る

と

考
え

ら

れ
る

。

と
こ

ろ

が
、

「

関

河
解
」

と

は

僧
叡

、

道
朗
を
指
す
と
い

う
こ

と

で

あ
る

か
ら

、

同
じ

羅
什
門
下
で

も

僧
叡
と

僧
肇
と

で

は

解
釈
が

異
な
っ

て
い

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

 
正

為
入

仮
分
別

。

故
約
法
門

明
於
眷
属
也

。

若
関
河
旧

解
。

外
国
無
父

母
宗

親

眷
属

。

非
為
貴
人

。

今
約
此
解
仍
為
理

釈
。

言
無
眷
属

是
賤
人
者

。

即
是
二

乗

見
偏
真
灰
断

。

無

智
度
母
善
権
父
万
行
功
徳
眷
属
也

。

故
法
華
経
以

窮
子
譬

也
。

若
是
大

乗
法

身
。

眷
属
臣
佐
吏
民
倉
庫
衆
多
為
譬
也

。

浄
名
具
此

。

即
是

仏

法
貴
人

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同

、

六
亠

ハ

九
頁

中
）

　

こ

の

例

文
で

は

「

関
河
旧

解
」

と

し

て
、

眷
属
に

対

す
る

僧
叡
あ
る

い

は

河

西

道
朗
の

解
釈
を

紹
介
し
て

い

る
。

現
存
の

三

論
関
係
の

諸
注

釈
中
に

は

管
見
の

及
ぶ

限

り
で

は

同
様
の

解
釈
を
見
い

だ

せ

な

か
っ

た
。

智
顕
の

時

代
に

は

何
ら

か

の

講
説
書
あ
る
い

は

疏
な

ど

が
存
在
し

て
い

た
の

で

は

な
い

か
と

思
わ

れ

る
。

　

以
上

、

『

維
摩
経
文

疏
』

の

六

例
中
の

四

例

を
挙
げ
た
が

、

三

論
の

人

師
の

呼
称
は

、

こ

こ

で

は

 
 
「

関
河
旧

解
」

、

 
「

関
河
解
」

、

 
「

関

河
旧

解
」

で

あ
る

。

平
井
俊
栄
氏
に

よ

る

吉

蔵
の

用
い

方
に

よ

れ

ば
、

 
か

ら

 
ま
で

は

僧
叡

、

河
西
道
朗
（
あ
る

い

は

そ
の

ど

ち
ら
か
）

を
指
す

一 211一
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天

台
智
頻
よ

り
見
た
三

論
（
林
）

こ

と

に

な
る

。

「

維

摩
経
文
疏
」

中
の
亠

ハ

例
の

三

論
説
の

紹
介
で

特
徴
的

な

こ

と

は
、

時
代
的
に

は

羅
什
門
下
の

人

師
か

ら

摂
山
三

論
の

法
朗
ま

で

に

限
ら

れ

て

い

て
、

同
時
代
の

三

論
人

師
の

説
が

挙
げ
ら

れ

て
い

な

い

こ

と

で

あ
ろ

う
。

こ

れ

は

『

維
摩
経
文

疏
』

だ

け
で

は

な

く
、

智

顕

著
作
の

三

論
引

用
の

す
べ

て

に
つ

い

て

言
え

る
こ

と

で

あ
る

。

　

ま

た
、

三

論

説
の

引

用

の
、

特
に

 
の

例

な
ど

の

内

容
か

ら
み

る

と
、

三

論
の

人
師
た

ち
の

経
の

講
説

録

の

よ

う
な
も
の

、

あ

る
い

は
、

疏

が

智
顕
在
世
当
時
存
在
し
て

い

た
の

で
は

な
い

か
と

推
測
さ
れ

る
。

二

　
『

維
摩
経
玄

疏
』

『

四

教
義
』

『

三

観
義
』

に

お

け
る

言
及

　
『

維
摩

経
玄

疏
』

と

『

四

教
義
』

『

＝ ．

観

義
』

は
、

い

ず
れ
も
智
顕
の

晩

年
の

著
作
で

、

前
者
は

晋
王

広
へ

の

第
二

回
目
献
上

本
の
一

部
、

後

二

者
は

第
一

回

目
献
上

本
「

玄

義
』

十
巻
の

部
分
を

成
す
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

三

書
申
に

お
け

る

三

論
へ

の

言

及
に
つ

い

て

は
、

す
で

に

大

野

論
文
に

お
い

て

検

討
さ

れ

て

い

る
の

で
、

こ

こ

で

は

引
用
文
の

み

を

挙
げ
る

。

ア
、

『

維
摩
経
玄
疏
』

　

 
若
不
取
四
辺
之

定
相
即
是

無
相
三

昧
入
実
相
也

。

若
爾
豈
全
同
地
論
師

用
本

　

宥
仏
性
如
闇
室
瓶

盆
。

亦

不
全
同
三

論

師

破
乳

中
酪
性
畢
竟
尽
浄

無
所
有
性

　
也

。

（

『

大
正
』

三

八
、

五
二

八

頁
中
）

　

 
次

此

下

明
四

教
所
詮
約

諸
教

立

　

義
。

　

其
尋
覧
者
則
知
与
諸
禅
師

及
三

論
師
破
義
及
立
義
意

不
同

也
。

（

同
、

　
五

三

四

頁
上）

　

 
第
一

釈
不
思

議
解
脱
名
者
…

（

中
略
）

諸
法
師

解
釈

乃

多
。

今
略
出

七

家
不

同
。

一

者
什
法

師
云

。

不

思
議

解

脱
者
三

昧
神
通

之

名

也
。

二

生

法
師
解
云

。

不
思
議
解
脱
者
莫
測

之
用
也

。

三

肇
法
師
解
云

。

不
思

議
解
脱
者
幽
微
難
測
出
二

乗
之

境
名
不
思
議

。

塵
累
所

不
能

拘
名
為
解
脱
也

。

四

関
内

旧
解
不
思
議
解
脱
云

。

六

地
断
結
与
羅
漢
斉
功

。

七
地

侵
除
習

気
。

八

地

習
気
都
尽

道
観
双
流

名
不
思

議
。

正

習
倶
尽
名
為
解
脱
也

。

近
代
南
土

諸
法

師
解
不
思
議
解
脱

。

終
傍

前
解
釈
雖

復
小
異
大
意
終
自
是

同
。

今
不
具
述

。

（

同
、

五

四
九

頁
中）

　

 
此

相
離
解
脱
即
是
不
思

議
解
脱
也

。

七
三

論
師
云

。

若
他
明
縛
脱

。

縛
是

自
縛

。

脱
是
自
脱

。

即

是
自
性
之

縛
脱

。

此

非
仮
縛
脱

。

不
得
是

非
縛
非
脱
之
縛

脱
。

此

非
不
思

議
之

解
脱
也

。

（
同
頁
下）

　

 
四

闘

内
旧

解

不
思
議
解
脱
八

地

習

気
都
尽
道
観
双

流
名
不
思
議
解
脱
者

。

亦
是

通

教
慧
行
行
行
意
也

。

（
同

右
）

　

 
六

真
諦
三

蔵

意
同
地

論
別
教

。

七

三

論

師
釈
解

脱
。

雖

作
仮
名
虚

玄
之
語

。

宗
旨
莫

知
所
趣

。

（
同

、

五
五

〇
頁
上
）

 
三

明
不
定
教
者

。

亦
不
同
旧

解
別
有
遍
方
不
定
之

説
。

今
但
於
五

味
教
内
利

根
之

人

不
同

教
教
悉
皆
得
見
仏
性

。

故
有
満
字
之
義

。

故
涅
槃
経
云

。

譬
如
有

人

置
毒
於
乳
乃
至

醍
醐
亦
能
殺
人

。

所
以
梁
武
流
支
摂
山
三

家
此
経
大

品
皆
是

満
字
明
仏

性
弁
常

。

意
在
此
也

。

（
同

、

五

六
二

頁
上）

　

次
に

『

四

教
義
』

中
の

言
及
を

四

例
、

こ

こ

も
紙

幅
の

都
合
上
、

文

例
の

み

を
挙
げ
る

。

イ
、

『

四
教
義
』

　

 
経
教
者

。

問
日

立

四

教
名
義

。

若
無
経
論
明
文

。

豈

可
承
用

。

答
日

古
来
諸

　
師

講
説

。

何
必

尽
有
経
論
明
文

。

如
開

善
光
宅
五

時
明
義

。

荘
厳
四

時
判
教

。

　
地

論
四

宗
五

宗
六

宗
。

摂
山
単
複
中
仮

。

興
皇
四

仮
並

無
明
文

。

皆

是
随
情
所

　
立

助
揚
仏
化

。

（

『

大
正
』

四

六
、

七
二

三

頁
上

ー
中）

　

 
前
明
三

観
豎
破

　
諸

法
。

略
為
数
十

番
。

其
尋
覧
者
則
知

。

与
諸
禅
師

及
三

論
師
所
説

意
有
殊
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也
。

（
同

、

七
二

五

頁
上
）

　

 
三

明
用
四
悉
檀
起
別
教
四
門

者
。

不
生

生
不

可

説
。

以
四

悉
檀
因

縁
故

。

得
赴
縁
起
教
説
四

門
也

。

但
地
論
師
明

。

阿
梨
耶

識
是
如
来
蔵

。

即
是
用
別

教
有
門

。

入
道
三

論
人
云

。

汝
是

不
見
真
空

亦
是
水

義
。

三

論
師
明

諸
法
畢
竟
無
所
有

。

（

同
、

七

三

〇
頁
下
）

　

 
若
方
便

。

即

堕
有
無

中
也

。

但
脱
諸
三

論
師

。

或
云

。

道
非
有
非

無
。

何
必

毘
曇
見
隣
虚
細

色
有
得
道
也

。

（

同
、

七
三

六

頁
中
）

限
ら
れ
て

お

り
、

批

判
の

対
象
と

し

て

挙
げ
ら

れ

て

い

る

も
の

が

多
い

。

ま

た
、

『

維
摩
経
』

の

経
文
解
釈
な
ど

の

場
合
に

は
、

紹
介
さ

れ

た

解
釈

の

内
容
が

具
体
的
で

、

詳
細
な
も
の

が
あ

り
、

特
に

吉
蔵
以

前
の

三

論

師
た

ち
の

講
説
録
あ
る
い

は

疏
が

存
在
し
て
い

た

可
能
性
が
大
い

に

考

　
　
　（
5

）

え
ら

れ
る

。
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以
上

、

『

四

教
義
』

中
の

三

論
に

対
す
る

言
及
を

挙
げ
た

が
、

三

論
の

呼
称
と

し
て

「

摂
山
」

と
「

興
皇
」

、

「

三

論
師
」

、

「

三

論
人
」

を
出
し

て

い

る
。

　
『

三

観
義
』

に

は
一

例
の

み

で

あ
る

。

そ
の

例
文
は
三

三

昧
の

無
相
三

昧
の

解
釈
で

、

『

維
摩
経
玄

疏
』

の

 
の

例
文
と

ほ

ぼ

同
内
容
で

あ
る

の

で

割
愛
す
る

。

三

　
小
結

　
上

來
、

智
顕
著

作
中
で

「

三

論
」

「

三

論
師
」

「

関
河
旧

解
」

「

摂
山
」

な
ど

と

し
て

紹
介
さ

れ

る

所
説
に
つ

い

て

検
討
し

た

が
、

そ

れ

ら
は

前

期
時
代
の

著

作
中
に

も
、

ま
た

三

大
部
中
に

も
見
ら

れ

な

か
っ

た
。

今

回
検

討
し
た

も
の

全

例
が

智
顎
最
晩
年
の

維
摩
経
疏
の
一

部
を
な

す
も

の

で

あ
っ

た
。

こ

の

よ

う
な

引
用
状
況

か
ら

す
る

と
、

智
顕
に

よ
っ

て

三

論
が

批

判
の

対

象
と

し

て

明

瞭
に

意
識

さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

の

は
、

智
頻
の

晩
年
に

な
っ

て

か

ら
の

こ

と
で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
。

　

ま

た
、

引
用
の

内

容
を

見
る

と
、

引
用
は

吉
蔵
以

前
の

三

論
諸
師
に

天

台
智
顎
よ

り
見
た
三

論
（
林）

1
　
平
井
一

九

八

五
、

九
頁

。

　
　

　

2
　
大
野
（
平
井
監
修
）

一

九

九
〇

、

三
一

九

−
三

四

四

頁
。

　
　
　

3
　

佐

藤
一

九

六
一

、

四

四

六

−
四

四

八

頁
。

　

　

4
　
平
井
一

九
七

六
、

六
六

−
六

九

頁
。

　

　
　

5
　
高
野
山
大

学
に
お

け
る

日

本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十

六
回

学
術
大
会
（

平
成
二

十
七

年

九

月
二

十
日）

で
、

菅
野
博
史
氏
か
ら

、

三

論
の

『

維
摩
経
』

解
釈
内
容
が

智

顎
、

吉
蔵
当
時
の

仏
教
界
に
お
い

て

共
通
認
識
に
な
っ

て
い

た

可

能
性
が

あ
る

の

で
は

な
い

か
と

の

ご

指
摘
を
受
け
た

が、

脱
・

縛
に

つ

い

て

議
論
は

そ
の

可

能
性
が
あ
る
が

、

例
文
 
に

み

え
る

よ

う
な
「

大
施
会
」

の

具

体
的
解
釈
は
、

疏
の

よ

う
な
も
の

の

存
在
が
あ
っ

て

初
め
て

記
述

可
能
で

あ
ろ

う
。
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摩
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